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平成 23 年（2011 年）の東日本大震災の年に，日本の英語教育の学会
で随一の規模の「全国英語教育学会」が山形で開催されることが予定さ
れていました。まだ被災地では毎日のように行方不明者の捜索が行われ，
新幹線も飛行機も動かない，計画停電も予定されているという 3 月末の
段階で「本当に山形大学で開催できますか」との照会が学会本部からあ
りました。学会主催者としては当然の確認でした。予定通り東北の山形
の地で開催することについて心配する意見も多くある中，実施にこぎつ
けられたのは中西先生を初めてする大会実行委員の皆さんの支えがあっ
たからです。中でも中西先生には，まだ電気の安定供給が保証されてい
ない状況で，発表の途中にプロジェクターが使用できなくなったことを
想定してのマニュアル作りや補助員への指示徹底等，その采配ぶりは正
に見事であり，それがなければ全国学会の開催は極めて厳しくなってい
たと言えます。中西先生の「機器のことは私に任せてください」の一言
が実行委員全員をどれほど救ったかわかりません。お陰様で歴史的な大
会にすることができました。感謝申し上げます。 
中西先生には機器だけではなくいくつかの得意技があります。ひとつ
は「味噌」作りです。実においしい，減塩で優しいお味噌を作られる名
人です。また，中西先生は，いわば「癒しの技」とでもいえる特技をお
持ちです。英語の教員が遅くまで会議をしていると，会議室のドアを静
かにノックして中西先生が現れます。おいしいドリップコーヒーを運ん
できてくれます。「少し休憩してください。私はこんなことしかできませ
